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日次／川口目頭筆「花領国屏風」♯絨／いわて自然ノート　r世界
の宇池峰山が危うい」p．2－3／展覧会案内「盛岡濯絵師＝川コ月嶺
のまなざし」p．4－5／手業報告「伝統芸能鑑賞会　一戸の山伏神

楽～高屋敷神楽公演」「ことも☆ひかりキラキラ復興フェスティパ
ル」p．6／事業報告「欒65回自然観察会　津浪に耐えた砂浜の楕物」

「禦65回地貨観察会を終えて」p．丁／インフォメーション　P．8

テーマ展盛岡藩絵師川口月嶺のまなざし

2013年10月1日（火）－11月10日（日）

花籠図屏風（花巻市博物館蔵）　　　　　　　　　花籠図屏風下絵（岩手県立博物館蔵）

川口月額が描いた花籠図。下絵は岩手県立博物館に、完成した屏風は花巻市博物館に所蔵さ

れています。二つをくらへてみると、構図は同じですが、いくつか変更された点があること

に気つきます。上の花寵は色を白くしたことで軽やかな印象となり、花々の色彩が際立ちま

した。下の花寵の形と花の配置も少し変えて上下のバランスをとり、余白に金箔を散らして

華やかに仕上げています。
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■いわて自然ノート

世界の早池峰山が危うい
学芸第一課長　藤井忠志

■はじめに

北上山地には、古生代から新生代に至

るまでの地層がほほすべて分布していま

す。まずは、岩手県地質概略図（岩手県

立博物館2∝旧）をじっくりと見て下さい。

奥羽山脈がほぼ新生代の地層や岩石で

形成されているのに対し、北上山地は北

部北上帯にジュラ紀付加体が分布し、盛

岡～釜石以南の南部北上山地帯には古生

代から中生代までの地層が複雑に入り込

んでいます。このような北上山地の地質

は希有で、多様な自然を育んできました。

換言するならば、あらゆる生物相の分布

は、地史との関連抜きで語ることができ

ないともいえるのかもしれません（山本

弘私信）。

■北上山地の生物多様性

以下、北上山地における植生や生物相

の特異性や多様性を具体的に列挙しま

しよう。まず北上山地には、日本を代表

する責重な山・早池峰山があります。地

理的には、遠野・花巻、そして宮古の三

市にまたがる標高1917mの主峰です。早

池峰山の重要性は、ハヤチネウスユキソ

ウ上eo〃J叩Odh川舟叩〃C柚7g〃∫eを代表とす

る特産の植物相のみならず、対峠する薬

師岳との好対照です。早池峰山が蛇紋岩

からなるのに対し、薬師岳は花崗岩から

なり、異質な岩盤にそれぞれ特徴ある生

態系が維持され続けてきました。古生代

オルドビス糸己に形成された早池峰複合岩

頬と、恐竜が繁栄した中生代白亜紀の地

下深部のマクマが起源の薬師岳がセット

で存在することが世界的にも希であると

同時に、これらが壮大な地球史の生き証

人でもあることを忘れてはいけません。

一般には早池峰山のみが注目されます

が、隣接しあう両山の見事な対比構造が

存在することが重要で、これらをセット
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岩手県地賞概略図

岩手県地質冊喝周（岩手県立博物館2〔旧9）

で末永く保存することが21世紀に生き

る私たちの責務だと思います。

早池峰山には、ライチョウ⊥喝叩1′∫

椚〟ねの目撃情報が3件（横山憲一私信

ほか）もあり、本当に不思議な山です。

最新の情報としては、北里大学院生時代

の井形智史書とその仲間が、2008年11

月24日、晴れて風のある12時頃、2合

目から3合目地点で白地に茶褐色の混

じった色彩でウズラCoJMⅥばノ叩0〝JC〟の

ような丸みを帯びた3～4羽の鳥が山肌

を飛翔するのを目撃しています。しかし、

いずれも証拠写真は存在しません。その

井形君も、2011年3月11日の東日本大

震災の大津波で帰らぬ人となりました。

北には岩泉町があり、町内に点在する

鍾乳洞には未だに学名のない（新種の可

能性がある）トビムシ等が生息するとい

われています（藤井千春私信）。周辺部

の野田村からは、チョウセンアカシジミ

Co′即〃〟r呼カdeJ′∫が発見され、宮古市新

里の源兵衛平には自ら飛翔することので

きないイウテセタカオサムシqc加持

椚Or（Ⅵ〃ZJJlVがeJT∫ばが隔離的に分布しま

す。岩泉町茂師からは日本初の恐竜の上

腕骨が産出し、久慈市からは恐竜の骨が

発見されはじめているロマンあふれる山

域が北上山地です。

●北上山地が抱える大きな問題

しかし、この気が遠くなるような長い

スパンで形成された北上山地の自然が、

いま本当に危ういのです。あとからやっ

てきた人類による開発行為やオーバー

ユース、さらに現在、量も深刻なのがニ

ホンジカCemJ∫〃聯〉OJT（以下シカと呼

ぶ）の侵入・生息地の拡大です。早池峰

山の′；、もと・タイマクラに住む友人によ

ると、7年ほど前の秋からラツテインク

コール（繁殖期のオスの鴨嘩）が頻繁に

聞こえるようになったそうです。しかも、

最近の目撃例では、早池峰山の森林限界

にまでシカが入り込んでいるようですか

ら、驚き以上に焦りを感じます。「シカく

らいたいしたことないじやないかl」と

思われる方もおられるでしょうが、シカ

の生態と驚くべき繁殖率をご存じの方な

ら、すぐに理解できます。放っておくと、

年間2割のぺ一スで増加しますから、単

純計算すると4年で倍増、8年で4倍と

なり数式上は母集団に12の∩乗を乗じ

早池膣山1台日から薬師岳を臨む

シカは牛と同様、胃が4つあります。
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飲み込まれた食物は、一度第1胃に入

り、微生物により発酵されてから逆流し

て口に戻り、再度かみ砕かれます。本来

セルロースを分解できないホ二ユウ類

が、消化器官内に微生物を飼うことに

よってその分解を可能にした『反窮』と

いう消化システムを獲得しています。こ

れは古第三紀から新第三紀の乾燥化に伴

う草原の拡大と同調しているといわれて

います（VanSoest1982）。

従って、日本の森林に豊富に生育し、

多くの林床を覆う常緑のササはもちろ

ん、稲までも消化でき、多少の例外はあ

るものの毒草とトゲのある植物以外は何

でもいいのです。樹木の皮はぎも大好き

なようで、餌がない場合には枯れ葉まで

食べてしまいます。おまけに、SFTSウイ

ルスの宿主といわれるブタトゲチマダニ

〃〟e椚甲句′∫α船山喝JCOrm∫を身体中に付

着させ、これまで岩手県内では分布情報

がほとんどなかったヤマビル

〃〟gmdt和∫dZ甲山〃JCdノ甲0mCαまでを媒

介するから厄介です。黙って放っておく

と、森林が消え、山が裸地化し、ひいて

は土砂崩壊を誘発し、そのしっぺ返しは

私たち人間社会に波及します。早池峰山

の植物など、あっという間に食い尽くさ

れることでしょう。

●受難の動物・シカ

しかし客観的にみると、シカも大変で

可愛そうな動物です。古記緑を紐解くと

江戸から明治にかけて、大里に捕り尽く

されました。盛岡薄家老席執務日誌でも

ある「雑書」には、明層二年（1656年）

正月十日（現在の2月5日）に、1日

で1，701頭も捕獲され、さらに久保田薄

（佐竹家）からは安永元年（1772年）、男

鹿半島一帯で27，100頭を捕獲したこと

も伝えられています。想像を絶する捕獲

数ですが、当時はシカを敵軍とみなした

軍事訓練の一環の意味あいもあったよう

です。

東北地方から異常に減少した大正～昭

和40年代までは、「北限のシカ」という名

目で岩手県五葉山一帯に生息するシカを

禁猟による完全保護の名の下、手厚く保

護しました。それがため、個体数が生息

域の許容量をはるかにこえ農林業に被害

を及ぼすようになったら、今度は邪魔者

扱いされているのです。その間、シカの

天敵である二ホンオオオカミC〃〝JH岬〟∫

00和郎血は、人間により滅ぼされ天敵

不在という事態を招いています。

■21世紀のシカ対策と東日本大事災

シカの歴史は、常に人間活動との関係

の歴史であり、人間に翻弄され続け、現

在に至っています。しかし前述した責重

な自然が、みすみす崩壊することを見過

ごすわけにもいきません。換言するなら

ば、天敵不在を誘導した私たち人間が、

天敵になりかわり、適正なシカの個体数

に調整する義務を負っているわけです。

まぴいたシカは、いただいた命ゆえ資

源として有効に活用すべきです。シカ肉

は低カロリー・高タンパク・低脂肪・鉄

分豊富でヘルシイであり、現代人のダイ

エット食品として有用する一方、来るべ

き食糧難時代に備えるのです。さらに、

皮は現在の高度な加工技術を駆使しなが

らなめし、角は民芸品や薬として利活用

します。このように考えると、捨てる部

位など皆無で、明るい展望がありました。

しかし、2011年の福島第一原発水素

爆発事故による放射能汚染が、福島のみ

ならず他地域にも悪影響を与え、この流

れを変えつつあります。被爆したシカ肉

の処理が困難な上、銃を津波で流された

ハンターたちは、シカを捕獲しなくなっ

たのです。そこで岩手県は、シカ食害に

よる農林産物被害の深刻化に歯止めをか

けるべく、「報奨金」による個体数調整に

乗り出しました。しかし、捕獲後の適正

処理が徹底されるのか、試行段階です。

放射性セシウムが大型獣類にどの程度

のスパンでとの程度、濃縮されるのかつ

皆目、検討がつきません。世界では、チェ

ルノブイリでの前例があるだけで、その

データですら、北上山地にそのままあて

はまるのかつ不明です。今や日本人は、

このような新たな問題に直面し、未来永

劫、放射能からの汚染対策・処理を背負

うこととなりました。

■おわりに

このように考えると、シカ問題は単な

る環境問題ではなく、社会問題であると

同時に、国家をあげて取り組むべき重要

課題でもあります。そして、この間題は

シカに限らず、二ホンツキノウクマ

Um′∫血bgJd〝〟∫・二ホンザル〟〝ぐ〃ぐ〃

カ∫C肋・イノシシ血∫∫C叩舟のほか、近

い将来、生息域を拡大しつつある外来種

のハクビシンP昭J刑αhIWね・アライク

マP仰叩0〝わわrなどの対策にも備えなけ

ればならないことを示唆しています。

筆者らは、前述した獣類対策のため、

岩手・秋田両県のある農家に依頼して、

『追い払い』の実験を試行中です。実験

段階とはいえ、年々、効果が現れつつあ

り、これを今後、本格導入できないかつ

模索・検討中です。
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■テーマ展

盛岡藩絵師川口月嶺のまなざし

会期：平成25年10月1日（火）～11月10日（日）　会場：特別展示室

川口月嶺（1811～1871）は、江戸時代

後期の盛岡蒲を代表する絵師です。現在

の秋田県鹿角市花輪に生まれ、江戸で修

行した後、藩に召し抱えられて盛岡城大

奥の障壁画制作などに腕をふるいました。

岩手県立博物館では、月額の写生帳や

画稿類を数多く所蔵しています。今回の

展覧会では、これまで展示する機会があ

まりなかった館蔵賃料と併せて他館所蔵

の関連作品や盛岡藩の記録類を紹介し、

月嶺の修行と仕事、作品制作の舞台裏に

せまります。

l　絵師の眼と手

画を写す／自然を写す

絵師の修行はr写す」こと。先生のお

手本、尊敬する先人の作品、中国から伝

来した絵画など、「画を写す」ことが修行

の基本です。構図や筆の勢い、色づかい

など、「画を写す」ことで学ノミことはたく

さんあります。そしてもうーっ、大切な

修行は「自然を写す」こと。山の形、水

の流れ、動物の姿態、虫や花の構造、季

節の移り変わりまで、自分の眼で観察し

て手で紙に写し取ること。画を写し、自

然を写すことが絵師として仕事をする上

での基礎となるのです。
‾‾丁∃F

葉　天保11年（1840）4月23日写生

岩手県立博物館範

4

画や自然を「写す」、それを「たくわ

える」、そして作品づくりに「活かす」

ことが、絵師の心得といえるでしょう。

‖　殿さまに仕える

南部利清の時代

絵の道を志し、18歳頃に家出同然で故

郷を後にしたと伝えられる月嶺。花輪に

戻ったのは弘化2年（1845）、数え年35

歳の時でした。目嶺の評判はすぐに広

まったらしく、翌年2月に盛岡薄に召し

出されます。時の藩主は南部利済（1797

～1855）。奥誌を拝命した月嶺は、絵の

ll　絵師の心得

写す／たくわえる／活かす

絵の注文が来たら、絵師はどうするで

しょうか？　たいてい「花と烏の屏風」

とか「鴇の掛軸」という′i、うに指定があ

りますから、注文主の意向や好みを聞い

て制作します。その時役に立つのが「写

す」ことによってたくわえた色々な画の

模写や四季折々の風物の写生、「写す」こ

とでつちかった絵を描く技術です。図柄

を考える際にはお手本や古画を写したも

のが参考になりますし、風景や動植物を

描く際には写生帳が活躍します。
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御用の際には盛岡城大奥への出入りを許

され、襖や屏風、衝立、掛軸など、様々

な御用をつとめていきます。大奥の増改

築が終了した森永4年（1851）12月には、

日ごろ絵の御用に励み、大奥普請に尽力

した功績によって二人扶持から五人扶持

に加増されました。

盛岡城に納められたはずの障壁画の多

くは散逸してしまいましたが、月嶺の画

稿類の中には、当時の御殿の様子を彷彿

とさせる下絵がいくつもあります。

ヂ＿二二もl－
Vh－　　　　　　　　　　　【

⊥〒彗三二j辞
一　ふ

暮土山回（御ハ畳御襖下絵）
岩手県立博物館最

南部利別の時代

利清が死去した後、月嶺は奥話の任を

解かれ、数年の問、その名がほとんど蒲

の記録にみられなくなります。しかし、

文久3年（1863）に大奥御用闇格を拝命、

慶応元年（1865）には藩主・南部利剛

（1826～1896）の参勤の供をして江戸

に上ったことが家老席日誌『覚書』（もり

おか歴史文化館蔵）に記されています。

月嶺は5工戸から京都・大坂方面に向かい、

寺社や風景などの写生を数多く残してい

ます。

慶応3年（1867）3月には鉛温泉に

湯治に行く利剛に随行。月嶺の別号「真

象」は利剛が与えたものと伝えられ、利

剛も月嶺の才能を評価していたことがわ

かります。

′′〆㌦壌

．・｛～

“－古も．

大沢爪先　慶応3年（1867）株式会社大沢温泉蔵

南部利剛と随行者が大沢温泉の八景を歌に詠み、月謝こ絵を描かせて面帖としたもの。
写軌は八景の内、「矢矧山樵夫」。利剛の取と月嶺の絵。

lV　絵心と詩心

絵を描く／歌を詰む

月嶺の作品の中には、「盛岡八景」や「大

沢八景」など詩歌に詠まれた景色を描い

たもののほか、友人や知人の詩歌に絵を

添えたものがあります。時には同郷の奈

良養斎（乗岐1803～72）らと俳諸を楽

しむこともあったようです。

絵と詩歌はともに情景や心象を「うつ

菅野評坪
．′

高砂回（郡升）　岩手県立博物貯蔵

す」もの。「写す」あるいは「映す」ため

には、よく見ることや心を研ぎ澄ませる

ことが必要です。風景や動植物、人々の

営みに向けられた月嶺のまなざし。時に

は対象を見極める透徹したまなざし、時

には対象を慈しむあたたかなまなざし。

月嶺のまなざしを通して写し出された

絵画の世界に日を向けてみませんか。

（歴史部門主任専門学芸員需藤里酉）

■示胃醗会

10月14日（月・祝）、11月9日（土）

両日とも14　30～15：30　要入館料

■博自書■座

「盛岡藩絵師川口月嶺のまなざし」

10月27日（日）13：30－15：00

講師斎藤里香（展覧会担当学芸員）

当日受付、聴講無料

文化■濱会

「南部利清の功罪」

11月3日（日・視）13：30～15．00

講師兼平賢治氏

（東北大学大学院文学研究科助教）

当日受付、聴講無料

※11／3文化の日は入館無料
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■事業報告

伝統芸能鑑賞会「一戸の山伏神楽一高屋敷神楽公演」
平成25年6月2日（日）午後1時30分～3時30分　於旧佐々木寮住宅（曲り寮）

伝統芸能鑑賞会では、新たに県の文化

財に指定された芸能や、公演機会の少な

い芸能を中心に紹介しています。

今年度は、一戸町の高屋敷神楽保存会

の皆さまをお招きし、保存会長・大木勇

司さんの解説をまじえ、「権現舞」「鶏舞」
かねまきみでら　　　ほなまし、

「鐘巷御寺」「花舞」の4演目をご披露い

ただきました。

高屋敷神楽の伝承地である一戸町で

は、現在も多くの神楽団体が活動してい

ます。その中でも高屋敷神楽はたくさん

の演目を保持し、北東北の山伏神楽の古

態を今日に伝えていることから、平成24

年11剛こ同町・中山神楽とともに「一戸

の山伏神楽」として県の無形民俗文化財

に指定されています。

＊＊＊＊＊＊＊

午後1時30分。公演は権現さまを奉

じての「舞い込み（入場）」から始まり

ました。小気味よい権現さまの歯打ちと

お嘲子の舌が響き渡り、神楽の幕開けを

告げます。続く権現舞では、現代の民家

で見かけなくなった告ながらの設備を最

大限に活用し、珍しい芸態の「乗り権現」

や「火防踊」が行われました。また、ご

来場のお容さまの頭を権現さまが噛む

「身固め（頭噛み）」により、皆さまの無

病息災などを祈念していただきました。

錘巻御寺は、安珍満姫の悲哀物語に由

来する演目です。普段あまり演じること

のない演目ですが、今回の公演のために

仕事の合間をめって練習を重ね本番に臨

んでくださいました。

公演は、会場となった旧佐々木家住宅

の定員を大きく上回る110名のお客さま

が来場し、最後まで高屋敷神楽の演舞を

盛りたててくださいました。

【お知らせ】東北文化財映像研究所の阿

部武司様より公演の記録映像〔101分〕

をご寄贈いただきました。現在、博物館

2階のビデオライブラリ（要入館料）で

視聴できます。

（専門学芸員　川向冨昌子）

囲炉裏を活用した乗り権現の場面

第6咽企画展関連事業「ことも☆ひかりキラキラ復興フェスティバJH
平成25年6月29日（土）・6月罰日（日）

梅雨空の中、雨も降らずに両日共に実

施することができました。29日には2005

名、30日には3056名の方にお出で頂き大

盛況のうちに終わることができました。

全国や地元のミュージアムなどから

日のコーナーを出展していただきまし

た。屋外では、TAGさんと光る絵を描

こう巨や小岩井まきは天文館の光を集め

てレンズで遊ぼう、アクアマリンふくし

まの移動水族館の発光魚エソイソアイナ

メのタッチ体験や兵庫県立入と自然の博

物館移動博物館にはキラキラな虫さんた

ちを連れてきてもらいました。その他の

コーナーも沢山の子ともたちで溢れてい

ました。屋内では、クランドホールでキ

ッズプラザ大阪のきらりん☆てんてんで

絵をかこうlでホタルの絵や日本科学未

6

来館のサイポーク、船の科学館の船の

ペーパーモデル作りに長蛇の列ができて

いました。体験学習室でも九州国立博物

館のアジアの文化たいけんや伊丹市昆虫

館のホタルバッジ作りも講師の方々に休

みもないくらいの状態でした。

子ともたちからは、「楽しい」「おもしろ

い」「またあるの」の声をもらいました。

さまざまな体験学習を通して、光をはし

めとする現象のおもしろさに気ついても

らえたのではないでしょうか。また、博

物館をより身近に感じてもらうことがで

きたと思います。

最後に、岩手県内外のフェスティバル

にご協力をいただいた方々に、心から感

謝申し上げます。

（主任専門学芸員　藤井千春）



第65回自然観察会「津波に耐えた砂浜の植物」
平成25年6月16日（日）

◆岩手県立博物館だよりトb13820139◆■

博物館からマイクロバスに乗り、20余

名で久慈へ出発。道中は雲に覆われてい

ましたが、海岸へ到着すると、次第に雷

空が見えてきました。現地集合の方との

合流地点は、野田層群と呼ばれる地層の

観察地として有名なところです。

そこでまずは、三陸ジオパーク研究員

の田高正博先生から、目の前にそびえる

「半崎の露頭」について、また北三陸地

域の砂浜の成り立ちについて、写真や図

を使って説明していただきました。

そしていよいよ砂浜へ。夏井川の河口

には長さ約500mの砂州があります。乗

北地方太平洋沖地震と津波の影響で、岩

手県沿岸各地の砂浜は面積が大きく減少

しましたが、ここ夏井には大きな砂浜が

残り、一時は減った砂浜特有の植物も復

叩．一i

．十‘‘‘パ
活して、いっそう責重な場所となりまし

た。講師の島田直開先生（岩手県立大）

から、御自身の調査結果に基づく解説を

伺いつつ、深い砂に足を踏み入れます。

砂浜ではハマナスやハマエンドウなど

の花が満開で、甘い香りが風に漂ってい

ました。ここでは、植物にとって砂浜と

いう環境がいかに厳しいものかについ

て、教えていただきました。

砂浜での観察を終え、幸で北侍浜のキ

第65回地質観察会を終えて
山口鉱山跡を訪ねて　平成25年7月7日（日）

ヤンプ場へ移動し、短い昼食休憩の後、

岩場へ下りました。ここではゼンテイカ

やエソネギ、ハマハイピヤクシンなど、

砂浜とはひとあじ違う磯の植物を観察

し、岩場を造っている花崗岩についての

解説もうかがいました。

海岸の植物と、その生育環境を支える

大地の成り立ちについて、深く学′；にと

ができた1日でした。

（専門学芸員　鈴木まほろ）

国道106号沿いに流れる閉伊川は、朝

方の雨で黒褐色に濁り水嵩を増していま

した。山口鉱山跡は宮古市田代地区にあ

り、田代川支流の亀ケ沢川を渡ったとこ

ろにあります。この亀ケ沢川には、鉱山

跡を所有する皆川幸牛氏により立派な丸

太橋がかけられ、心配された雨の影響も

なく、参加者全員が無事に川を渡ること

ができました。

山口鉱山跡がある大鰐谷森は、北側と

南側を流れる亀ケ沢川とその支流に挟ま

■三十彗＿＿干主

監・巾望
（写宍1）亀ケ沢にかかる丸太招

れ、東側に舌状にのぴています。川底に

は所々に白亜紀の花崗岩類が詣出し、大

鰐谷森尾根上にはジュラ紀の海成堆積岩

類が点々と分布しています。鉱山跡は、

それらが接している部分にあります。

山口鉱山ではいくつかの鉱床を採掘し

ていましたが、本観察会では旭鉱床から

捨てられたズリ石を観察しました。ズリ

置き場は、川を渡ってすぐのところと、

さらに谷の奥に入ったところにありま

す。参加者は2つのズリ置き場で思い思

いに散らばり、ハンマーで岩石を割りな

がら鉱物を探していました。採集した鉱

物は、紫外線で蛍光する灰重石、青みを

帯びた銀白色の輝水鉛鉱、濃緑色の角閃

石などです。

この日は朝から蒸し暑く、しかも足場

（写票2）ズリ山から鉱物を探す参加者

が悪い場所があるため、参加者は大粒の

汗を流しながら谷を登り、地球からの贈

り物に歓声をあげていました。

最後に、いろいろお世話いただいた山

口鉱山跡を所有する皆川幸牛氏や宮古市

教育委員会には心

から感謝申し上げ

ます。

（上席専門学芸

調査員　吉田充）

（写票3）蛍光した灰重石（白色部）
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展覧会

●テーマ1r盛岡遍絵師川口月積のまなざし」
10月1日（火）～11月10日（日）特別■示圭
江戸時代後期の盛岡霜を代表する
絵師川口月積の画業を写生帳や画稿
類、関連作品、蒲の記i乗などから紹
介します。
■示l引脱会
10月14日（月　祝）

11月9日（土）

各143）～1530

特別展示室　要入館料
間違事薫
文化講演会・日曜講座の欄
をこらんください。

礫欒∴
川［コ日積「山水六写譜」

■テーマ農r斬収載資料よ－2∝但～2012新コレクションーj
12月7日（土）～平成26年2月23日（日）特別■示宴
平成20－24年度に当館が新たに収集・登辞
した資料のうち、未公開のものを中心に展
示します。
l■示解脱会
12月15日（日）1430～1530

特別展示室　要入館賽斗

「郷土玩具」

■合同点（移l力農）
岩手県文化振興■薫団プレゼンツ「文化・芸術が集うときin紫波町」
11月14日（ホ）～17日（日）10▲00～17：∝）

会t●：繋避町情報交流オ大スタジオ入量■無料
■示解説会．11月16日（土）・17日（日）舌1400－15：（氾
県民会館、県立美術館、埋蔵文化財センター、県立博物館がコンサ
ートや展覧会を行います。当館は岩手のお宝を展示します。

■巡回■　第64回企画t rいわての光る生きものたち」
8月28日（水）－9月2日（月）言古会場・爪立水産科学館
9月7日（土）～8日（日）久鐸会場　もくらんぴあ・まちなか水族館
※詳しくはお問い合わせください。

■第5回博物館まつり

10月6日（日）9：30－16：00

芝生広t●・民★ほか。
対ホ小学生以下。蓼加無料
まが玉つくり、化石のレプリ
カつくり、土版づくり、火お
こし、葺あそぴなどいろいろ
な体験をしよう。
（保護者が入館する時は入館料
が必要です。）

「豆文化講演会禦ぎ二二二．‾‾　‾‾‾　　‥▼▼‾‾‾‾‾

11月3日（日・祝）13：刃～15：（＝講堂当日受付嗜請無料
「南部利清の功罪」講師：兼平鷲冶氏（乗北大学大学院助常）

※テーマ展間違事業

◆第66回地久横幕会「早池仲山周辺の地賞」
9月日日（月・祝）10：00～15∝日銀岡市債田茂一花曽市大迫町
根田茂帯と南部北上講最下部の地■　岩石のかかわりについて分か
りやすく説日月します。
講師　川村寿郎氏（宮城教育大学教授）
内野隆之氏（産業技術総合研究所）

博物館集合　解散（バス移動）定員20名（小学生高学年以上）
参加★未定（バス代　保険料等負担）※要事前申込み

●考古学セミナー

◆第1回　r安倍氏の本拠地－｛濁柵を訪ねて－」
9月21日（土）830－17：∝〉孟ケ岬町（現地見学会）

博物館または盛岡駅集合　解散（バス移動）定員30名
参加井4．（X氾円（バス代　保険料等）※要事前申込み

l；■■日■－■■ニ‾‾　＿　　‾‾肌t‾‾　＿

第2・第4日曜日13：30～15：（氾当日受付せ桝無料　講堂・教室
当館学芸員等が岩手の文化や歴史、自然について解説します。
9月22日「早池峰山周辺の地賞について」

川村寿郎氏（宮城教育大学教授）
「1／5万地賞図幅「早池峰山」について」
内野隆之氏（産業技術総合研究所）

10月13日

10日27日

11月10日

11月24日

12月8日

12月22日

＊この回は終了1540予定

「涌衡の瓦」
講田　勉（学芸策三課長）
「盛岡澤絵師川口月積のまなざし」（※テーマ展関連）
斎藤里香（学芸員）
「日本の絵画・文暮の損傷と修復」
増田勝彦（昭和女子大学教授）
「唐三彩に見る東西文化伝播についてj
笠原雅史（学芸員）
「縄文時代の「孔」について」
八木勝枝（学芸員）
rはじめての南部絵眉～南部絵層を読み解く　入門編～」
瀬川　修（学芸員）

■週末の催し

◆ミュージアムシアター
年月第1土曙日13：30－1510　繍童　当日受付　視疇無料
童話や昔話、感動の物語を上映します。小中学生～一般対象
9月7日　おやすみ
10月5日　ディズニーアニメ名作シリーズ「ダンボ」ほか
11月2日　ディズニーアニメ名作シリーズ「バンビ」ほか
12日7日　日本のおばけ話シリーズ「のつべらぼう」ほか
◆チャレンジ＝はくぶつかん
毎月第2・第3土叩、自陣、祝日　小学生向け　随時受付
チャレンジlマークをさがしてはくぶつかんをたんけん1
9月14日15日・16日　21日・22日　23日　テーマ　黒

10月12日13日14日19日・20日　　　　テーマ　食

11月9日10日16日17日　　　　　　　テーマ　骨

12月14日15日・21日　22日　23日　　　　テーマ　水

◆たいけん教室～みんなでためそう～（予約制）
毎ヨ日膚日1300暮合一14：∽・幼児・小学生訟名程度　蓼加無料
さまざまな遊びやものつくり、実験を体験してみましょう。
※要事前申込み。参加を希望する日の1週間前の日耀日から前日の
930－1630まで（休館日を除く）t話または博物館で先着順に
受け付けます。1度に3名まで予約可能です。詳細はお問い合わせ

9月 ��?ｨｷ渥�?｢��?ｨｷ渥�?｢� 
竹トンボ 

10月 妬?ｨ��H饂案h,ﾘ,(.�� 

11月 �� 

12月 ��l 

29日　休館日 

◆わら・ガマ細工一民黍のくらし～
9月22日（日）、10月13日（日）、27日（日）第2・4日曜日
畜1030－15：（氾　民需（両部の曲がりt）農学・体験無料
わらじ、つまこ　円座、えしこ、けらなどのわら・ガマ細工の実演
をしています。こ希望の方には作り方をお教えします。実演は阿部
茂巳（盛岡市）さんです。

■定時解説

平日・土曜1330－14：30　日l■1030～1130

解説員が常設展示室をご案内します。そのほかにも即時、解説員が
こ賞間や解説のこ希望におこたえしています。

団利用のご案内

l■開館時間　930－1630（入館は16（氾まで）

●休館日　月曜日（月曜が休日の場合は間館、翌平日休館。）
9月17日　24日、10月15日、11月5日、12月24日

貨蕾斗整理日（9月1日～10日）

年末年始（12月29日～1月3日）

■入館料　一般300（140）円　学生140（70）円　高校生以下無料
（）内は20名以上の団体割引料金
※9日16日（月・敬老の日）は、65歳以上入館料無料
※11月3日（日　文化の日）は入館料無料

※学校数百ノ言動で入館する児童生徒の引宰竜は、申喜引こより入館料
免除となります。
※療看手帳、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの
方、及びその付き添いの方は無料です。

岩手県立博物億だより 亰Dh���ｮ(訷ﾊyzs���Z渥��

第138号 ��


